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第８回与謝野町産業振興会議 会議報告書

日 時 令和４年７月２９日（金）午後７時００分～午後８時３０分

会 場 与謝野町商工会本所

出 席（敬称略）

欠 席（敬称略）

事務局

傍聴者 １名

＜会議要旨＞

１．開会

２．挨拶（長島副会長）
◆今回が第８回会議ということで、まとめに入っていく時期になった。
◆本日も委員の皆様と与謝野町の産業振興について活発な意見をして、条例改正に向けての方向
性を導き出していきたいと思う。

３．議事
（１）前回の振り返り（事務局）

・これまで７回にわたり会議を行ってきた中で、条例改正（前文の見直し）に向けて議論
してきた。
・会長からは、当条例の趣旨や何のための条例なのか、事業者のあるべき姿などをもう一
度立ち返って考える必要があると発言された。その中で前回は、「地域企業はこうあるべき、
こうあってほしい」などをテーマに議論し、様々なキーワードが生まれた。（町HP：会議
録参照）

岩西 拓男 小林 厚美 浪江 敏一 長島 由昇

三井 真里 杉岡 秀紀 濱田 祐太 木原 綱雄

斎藤 善規 細見 悠人 辻 拓哉 大月 颯真

鳥垣 壯司 佐々木 由美子 今井 信一 羽賀 信彦

山﨑 信之 大江 卓 塩野 浩士

商工振興課 三田課長 同 大上主幹 同 井上主任 同 西原主事

同 糸井主事 農林課 引野課長補佐 商工会 黒田経営支援員
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（２）条例改正案制定に向けた提言書案の作成について（グループディスカッション）
◆「提言書案 第３章」の意見出しを各グループごとで議論する。
◆今後のスケジュール感の再共有

◆全体へ共有（協議報告）

・事業者だけが頑張るのではなく、住民全体で応援する雰囲気づくりも大切である。＝「住民に愛
され、共存、共栄できる関係づくり」
・地域の若者に対してのアプローチが弱い。若者が地域（会社や歴史など）のことを知らないこと
が多い。
・条例前文上の歴史的背景の部分において、必要か否かの議論がこれまでされてきたが、歴史的背
景は若者にとって重要なことである。歴史や文化を知ることで、外に出た若者は故郷を思い出すき
っかけになり、誇りに思う。
・教育の観点の重要性から、聞いて学ぶだけではなく、「体験の機会」を事業者が積極的に取り組ん
でいくことは重要である。

・条例のタイトルは重要であり、住民に分かりやすく、響くタイトルにしていかないといけない。
・タイトルの正式名称と通称名称（サブタイトル）を考えてもよいのではないか。
・子ども向けの解説書や動画などを作成して、広く普及させていくことは重要である。
・「まちづくり」というキーワードを入れていくことで、事業者のためだけではなく、住民みんなの
ための条例にしていく。
・「わたしたちは」などを主語にすることで条例を自分たちのものにしていく。
・「魅力」「豊かさ」「楽しさ」「夢」といったキーワードを入れることで、将来子どもたちにとって
この町に住んで良かったと思えるような条例にしていく。
・「次世代に繋いでいくまちづくり」にしていく。
・条例の活用については、成人式に配布したり、Ｙｏｕｔｕｂｅ等のＳＮＳを活用するのも良いと
思う。

・提言書案 第３章【案】の「チャレンジできる担い手の創出と地域企業の新たなチャレンジの推

８月 提言書案の最終確認 正副会長とたたき台を作成

９月上旬 条例改正案制定に向けた提言書を町へ提出

９月中旬 条例改正案の作成及び共有 提言書を受けて町が条例改正
案を作成

９月下旬 法令審査会

１０月 パブリックコメント

１２月 定例会上程

Ｂ班（発表者：井上）

Ａ班（発表者：糸井）

C班（発表者：細見委員）
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進」の部分を切り離して、住民誰もがチャレンジできる、挑戦できるまちづくりが大切である。
・提言書案 第３章【案】の「魅力ある働き場の創出」の部分については、創出だけでなく、発信
も大切な観点であることから「・・・創出と発信」にしてはどうか。
・事業者のチャレンジや困りごとをみんなで知る機会（＝交流）をつくることは重要である。
・地域内消費の推進に向けて、事業者と住民が共に努力することも必要である。
・現在働いている人が主役になって、次世代に伝えていくことも重要である。

（３）その他
◆第２次総合計画（後期計画：産業分野）策定に係るワークショップ及びよさのみらい会
議の告知

◆事務局、正副会長で提言書案を作成する。

◆日程について
＜第９回＞：令和４年８月３１日（水）
◆議題について
・提言書案の最終確認
・第２次総合計画（後期計画：産業分野）策定に係るワークショップ

４. 閉会

次回会議内容

次回の会議に向けて


